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№ 会場 質問内容 回答者 回答内容

1
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

仮置き場どこに設置するのか、またど
のように除染していくのか。状況を教え
て頂きたい。

災害対策課

本格除染の計画書作りを各省庁と進めているしているところでございます。早い時
期にまとめていきたいと考えております。
仮置き場の件についてですけども、今環境省と検討している内容で、行政区単位で
設置する方向で検討を進めております。
当然地域の住民の理解が不可欠でございますので、今後区長さんとよく相談しなが
ら、進めていきたいと考えております。よろしくお願いします。

2
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

（要望）計画が国・県に届いているのか
疑問。町外コミュニティが間に合うのか
心配。国が町と一緒になって一生懸命
動いてほしい

- 要望のため未回答

3
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

町外コミュニティの具体的な姿を説明し
て頂きたい。

復興推進課

現在の皆さんは、バラバラになりながら避難先で暮らしおります。そういうふうな中
で、地域の絆とか町の絆が失われるということになっておりますので、なるべく集まっ
て生活再建するようなコミュニティです。町外コミュニティは県営の復興公営住宅で
ございます。そういうふうなものを整備するとなっています。浪江町に戻って生活を
再建するまでの、もしくは新たな生活拠点としうる方もいるかと思います、そのような
方が新たな生活の拠点に移り住むまでの一定期間生活するための、皆様がある程
度集まれる生活再建できるような復興コミュニティということでございます。

4
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

町外コミュニティに集まる規模の想定は
あるのか。

復興推進課

町外コミュニティにつきましては、9月22日に国、県、関係市町村、受け入れ先自治
体、我々で初めて協議がなされております。協議会を作りながら受け入れる側、
我々の側色々な話をしながら、様々な条件が示される事となるでしょう。さらに、これ
を踏まえまして、11月から12月頃にかけて、町外コミュニティのアンケート調査を行う
予定をしています。受け入れ自治体、皆様方の意向等を調整しながら具体的な設置
箇所、設置内容を取りまとめていきたいと思います。
尚、今のところ具体的に協議する予定なんですが、御存じのとおり、いわき市だとか
南相馬市や、さらに仮設住宅を設置している自治体と協議していくということでござ
います。

浪江町住民説明会

第１部　町からの説明に関する質疑
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5
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

帰町した際に、医療について不足して
いるのではないか。

健康保険課

医師、看護師が不足している。ドクターヘリを含めて、県に強く要望していく。
南相馬の方でも非常に医師が不足しております。当然看護師も不足しております。
原発事故が無ければ、医師も看護師も浪江町以外に避難する必要はなかったわけ
でございます。
従って、当然浪江町が南相馬の方に、こういったコミュニティをつくるとなれば、当然
医療機関が非常に不足しておりますので、県のドクターヘリも含めまして常設するよ
うに、県に強く要望していくよう考えている次第であります。
医療機関の存続、医師の確保は、町の方で南相馬にお願いしますという形でお願
いするだけなんです。
町で医師、看護師をお願いすわけにはいかない。あくまで県の方がやらなくてはなら
ないことです。
県の方でも今までも医師の確保についてやってきたでございますでしょうけど、これ
からも県の方では南相馬に対しては医師の確保、看護師の確保をやっていくと思っ
ています。
残念ながら、町の方でいくら口を酸っぱくしても、県の方でお願いを聞いてくれない。
要望で申し訳ありませんけど、県の方には、ドクターヘリも含めて強く要望していくと
考えております。

6
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

10月に一時帰宅の際に、庭先に牛の糞
があった。管理されているはずの牛が
野生化しているのではないか。

賠償・産業
振興課

離れ牛がまだいるような状況でございます。動物愛護団体等に柵等で囲って頂くよ
うにお願いしていくようにやっていきたい次第であります。

7
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

5年間人が住んでいない。自分たちで処
理するのか。
除染すれば家に入れると言うが、5年間
人が住んでいなく家畜が入り込んでい
る今までの家を修理するより、建て替え
が良いのではないか。

馬場町長

お正の通り、1年7か月我々進んでません。そういう状況でこれから帰って住めとい
われても住めない状況ですね。
賠償の問題、除染の問題もございます。除染が果たしてどういうふうにこれから展開
していくのか、2部で環境省から説明がございますので、よくお聞きになって再度質
問して頂きたと考えております。
特に家屋の再建については、賠償の問題で経済産業省の方から説明がございます
けれども、私自身は少ないと、この賠償額では再取得・再調達価格にも及ばないと
いう認識をしております。底上げをして、あるいは更地にした中で新たな都市計画と
いったものも考えていかなくてはならないという考え方にはなっております。
今後、ただいまご指摘頂いた問題については、強く要請をしていく考え方でおります
ので、よろしくご理解を賜りたいと存じます。

8
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

復興計画について、国がどういった反
応なのか教えて頂きたい。

馬場町長

道しるべはできました。従って、国と県の方にはこの提言書を受けました時点で配布
をしております。国県と詰合せながら、町の方としては具体的なものをそこに詰め込
んでいくという手筈となります。
これから皆さん方の話し合いを通しながらさらに具体的なものを、味付けをしていき
たいというふうに考えております。
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9
郡山
（ビックパレットふ
くしま）

国は、2年で帰町させると言っている
が、2年で帰る場合に復興計画に変更
はないのか。

馬場町長

復興計画を変更するようなことにはなりません。
町が主体ですから、いくら国がいったとしても町が主体となって復興の計画をつくっ
ていくのが筋だと考えておりますので、そういうふうな展開のしかたをしていきたいと
思います。

10
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

町民のＤＮＡが壊されるでないかという
ことを一番恐れている。

健康保険課

ＤＮＡが壊されていると、当然、我々もそのように思っています。
国、東京電力が、健康に被害が影響がないだろう、今回の原発事故による放射線
の量を換算しますと、そんなことを聞いておるわけにはいきません。
当然のことながら、町の方では、健康手帳、ホールボディのカウンターによる内部被
ばく検査、ＤＮＡを含めた甲状腺の検査、それも、今まで、国、県に対して、早く浪江
町の町民２１０００人全員やって下さい。と、お願いしてきた。
ところが、国も県も、２００万人の県民である、浪江町は当然県民にはなっております
けども、２００万人の県民の子供達が最優先だということで、今までお願いしてきた
検査等について、県の方では早急にやってもらえませんでした。
浪江町は、そういうふうなことではならないということで、皆様の健康を考え、ホール
ボディを高額なお金を出しながら購入いたしまして、現在、やっている状況です。
津島診療所の裏にあるホールボディの棟を建てて検査をやっている。ＤＮＡのいわ
ゆる臨床検査ですが、浪江町でも当然やらないといけない考えています。近々、ＤＮ
Ａ関係の検査も含めて、浪江町の方でやって参りますので、ちょっとお時間下さるよ
うお願いいたします。

11
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

復興計画に町民の健康に関することが
入っていない。

復興推進課

計画に一切入っていないとの指摘だったが、概要版で説明いたしました。
そういうふうな中で、町民の暮らしの再建ということで、健康管理の徹底、放射線不
安の払拭ということの説明をいたしましたが、冒頭で説明した通り、今後、復興計画
を印刷して皆様にお配りいたします。
その復興計画の中には、しっかりと全町民の放射線による健康被害の未然防止、
健康不安の軽減など健康管理に対する計画が記載されておりますので、
申し添えておきます。
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12
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

ホールボディカウンターについて、
数字的に正確な数字が出るんのか。ま
た、信用できるのか。

健康保険課

浪江町で今現在ホールボディカウンターで内部被ばくの検査をしています。
浪江町のホールボディカウンターのいわゆる上限値というのがございまして、
どこの医療機関にいっても検出限界値というのがあります。
浪江町の場合に関しては、あくまでも、セシウム134、137が検出されるホールボディ
カウンターでございまして、どこの医療機関にいっても同じようなセシウムの検査器
になっております。
浪江町については、134に関しては、検出限界値が180ベクレル、137が240ベクレル
になっております。
他の医療機関から比較しますと、当町で購入した機器については、非常に性能はよ
くて、180、240ですので、他の医療機関の場合については、300ベクレルぐらいが検
出限界値になっております。したがって、「180、240を越えない場合については、検
出されず。」というふうに説明を受けたと思っております。
しかしながら、その検出限界値以下であっても、数字はちゃんと出ております。その
数字は、職員がその度に説明しているかと思いますが、説明していない場合につい
ては、徹底してその数字を説明するよう、職員に申し伝えて、その数値については、
正確な数値でございますので、その数値でもって、自分の内部被ばくされている状
況を把握して頂きたい。
その把握したものを、健康手帳、いわゆる、放射線管理手帳に記入頂いて、記入で
きない場合は、浪江町の職員が記入して差し上げている状況でございますので、そ
の数値については、確かな数値だということでご理解お願いいたします。

13
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

帰町後に、空き家が動物や不審者のた
まり場になってしまうかもしれない。
防犯や治安の問題を国、県、町がどの
ように考えているか知りたい。

馬場町長

大変重要なことでありまして、自由に出入りできる状況になれば、今の防犯、防災
に、警察・消防との連携強化を図ったいわゆるそういう災害から未然に防ぐというも
のをきめ細かくやっていきたいと思っています。
また、環境整備の件ですけれども、自由に出入りできれば、今後いわゆる環境整備
をしていかなくてはならないと思います。つまり、瓦礫の処理、雑草の除草、そういう
形のものの環境整備へ入っていきます。したがって、福島県、国と一緒になって、そ
ういう環境整備をして参りたいと考えております。
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14
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

津波、地震、放射能の三大複合大災害
であり、復興計画を立てるのに一番大
事なのは土地利用をしっかり立て、そ
れに基づく復興計画を立てるのが大原
則である。詳細版には土地利用につい
て載っているのか。放射線量が高い地
域は、除染しても農地として使えないと
思う。表土を剥がすと農地として使えな
い。
またP9にあるように山林除染をやらな
ければいけないのは事実だが、国の実
証実験では枝葉のみだと10～20％%程
度、腐葉土を全部除染しないと効果が
出ないそうだが、無意味ではないのか。
除染も選択と集中が必要。農地として
使わないところはメガソーラを建てるな
ど必要になると思うが、計画に書いてあ
るのか。

復興推進課

土地利用計画が大原則というのは、まさにお正しの通りです。今回の復興計画は、
復興ビジョンを今年の4月に作成し、それに基づき復興計画を策定し、第一次となっ
ています。第一次というのが町長も挨拶のなかで説明しました通り、前提条件、例え
ば賠償関係はある程度の条件は示されましたが、除染や色々のなかでの前提条件
が必ずしもはっきりしていない中での計画策定となっているということで一次計画、
引き続き第二次という計画の作りになっています。土地利用計画は詳細な土地利用
計画は現在まだ作られておりません。但し津波被災地の土地利用や町全体の計画
の策定はイメージ図でございますが、この中では除染は低線量地域から始め居住
エリアを拡大していくとか、中長期的には相当線量の高い所まで進めるという作りに
なっている。現時点ではそういうふうな土地利用計画のイメージの中での計画策定
となっています。

15
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

原子炉の状況についてはいかがか。
原子力規制庁から帰還しても安全との
お墨付きをもらわない限り、区域見直し
をして早く戻りましょうと言われても戻れ
ない。

馬場町長

大変重要な質問だと思っています。現在の原子炉の状況は、P9の7に復興に向けて
未だ明確になっていない課題ということで、我々も心配しています。地震、或いは津
波、燃料棒の取り出しでとんでもない間違いをすると、今まで経験のない問題であり
ますので非常に心配しています。私どもの復興計画の説明でありますので、後ほど
原子力規制庁からもその辺の説明をさせたいと思います。

16
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

山林を除染しなかったら、過去に公害
があった人形峠の二の舞になってしま
うのではないかと聞いたことがある。山
林除染しないと、山だけでなく町にも被
害がある。
私たちの健康被害よりも、私たちの孫
が病気になっては困る。過去に学んで
福島を再生頂きたい。

馬場町長

我々の子孫は非常に大切です。若い方が浪江町に戻る状況をいつまでにできるか
明確に答えることはできませんが、出来うる限り生活環境、社会環境をある程度
作っておかないと、人がふるさとに戻れる状況になりませんので、環境だけはつくっ
ていく。明確に昨年の3.11以前に戻って生活できるような状況になれるかというのは
見通しがつかないが、戻れる状況の社会環境、インフラ整備、生活基盤といったも
のの整備はしておきたいと考えておりますので、ご理解頂きたいと思います。

17
二本松
(二本松市文化セ
ンター)

仮設住宅は何年持つのか。短期・中期
計画で必要に応じて延長とあるが、そも
そも住めるのか。

生活支援課

仮設住宅は平成26年3月31日が入居期限となっております。それ以降は町外コミュ
ニティで随時、どのような状況になるかわかりませんが、出来次第移って頂きたいと
いうことになります。但しその状況によって1年1年見直ししていくということで、今後
何年になるかとは申し上げられませんが、その時点で副害があれば直していきたい
というのが県からの回答でもあります。
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18
会津若松
（会津大学）

事業者としては復興計画の進捗を４年
も５年も待っていられない。企業が進出
したい土地に対して、例えば「調整区
域」に特例を設けて立入り制限等を外し
てもらわないと、いつになっても事業者
は再生できない。町、国、県としてはど
う考えているのか。

馬場町長

当然、町に帰って企業を再生する場合には、調整区域を外していかなければならな
い。簡単に言うと、規制緩和をしていかなければならないというふうに考えていま
す。土地利用計画も改めて直していかなければいけないというのは現実ですので、
まず事業を再開のための準備をするために、まだ決まったことではないんですけれ
ども、区域の見直しをして、そして自由に出入りが出来る状況、あるいは事業再開の
準備をするためには現在の国の考え方としては、避難指示解除準備区域はそう
いったことが出来る。居住制限区域についても、事業の再開については非常に難し
いけれども、家やお墓の片付けが出来るという状況になって参りますので、私どもが
言っているのは５年間でインフラの整備、医療機関や福祉サービスの問題が、逆算
するとなかなか生活できる基盤が出来ない。従って、５年あるいは６年は避難指示
の解除にかかるだろうということ。ですから、今の区域の見直しについて後ほど国の
方から説明がありますけれども、そういう状況になれば事業再開の準備、帰還する
ための準備が出来てきます。そういう考え方で土地利用の計画も含めて洗い直しな
がら、一言でいうと特区という形になるかもしれませんけれども、そういう考え方で今
後進めていきたいと考えておりますので、今後ともよろしくお願いします。

19
会津若松
（会津大学）

（承前）現時点でお客さんがいないとこ
ろで商売できないので、県内全域や近
隣の県の土地を対象にして特区をつく
る等をしてもらえれば、という趣旨で質
問をした。

馬場町長
福島県の場合は、福島県復興特措計画というものがございまして、商工団体を中心
にしながらそういう問題を詰めており、後ほど経済産業省からも職員が来ています
ので、説明させますので、その点ご理解いただきたいと思います。

20
会津若松
（会津大学）

仮説・借上住宅の現時点の入居期限は
H26.3.31となっているが、その後が心
配。この期限以降、１年毎に入居を延
長していくのか。また、この間に復興公
営住宅が出来た場合、入居はどのよう
に進めるのか。

生活支援課

Ｐ．９に記載している通り、入居期限は平成26年3月31日ということになっています。
それ以降につきましては、復興公営住宅の進捗状況によりまして、１年１年延長して
いくということに今の段階ではなっております。復興住宅につきましては、いわき、南
相馬、中通りを想定しておりますが、具体的には決まっておりません。

21
会津若松
（会津大学）

帰還するまで町の建物や草の片付けは
行わないのか。それとも帰還までの間
に行うのか。

馬場町長

５年帰らないというのは、５年帰れない、生活できないということなんですけれども、
５年間の中でガレキや除草は処理を進めていきたいという考え方でやっております。
生活するために水、下水道が肝心な問題ですので、復旧にとりかかり、それと合わ
せながら除草、ガレキの処理をしていいきたいと考えております。

22
いわき
（いわき明星大
学）

町議会への質問です。
復興計画についての意見書の至る所に
「べきである」という表現があるが、この
表現に込められた覚悟をお聞かせいた
だきたい。

議会

復興計画に対する議会としての覚悟は、文字通り全町避難という極めて深刻・残酷
な状況であることは、皆さんと全く協議をしている通りです。覚悟を一言で申し上げ
れば、議会は町と一体となって、我々議会が議決をした、先ほど概要版で町から説
明がありましたが、短期・中期・長期の復興計画実現のために、一体となって取り組
んで参りたいということであります。一言で言えば、議会の覚悟はそういうことです。
もちろんその土台には、町民一人一人の生の声をお聞きしながら、新たな状況に合
わせた意見も、町当局にも反映させていきたいという考えであります。
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23
いわき
（いわき明星大
学）

議会として、浪江町に町民が何人くらい
戻ると思っているのか。

議会

何人くらい戻るかという点は、全く予測がつかないということをお答えするしかありま
せん。色んなアンケートで27%～30％が戻らない、帰りたくても帰れないという回答も
ありましたけれども、時間とともに被災者の皆さんの心境は、極めて複雑で大きな心
の揺れもお持ちになっているのではないかと思います。結論として、安心して浪江町
に戻れる復興再生のために、仮に最初は帰還する町民が少なくても、ふるさとなみ
えの再生のために議会としては全力をあげて取り組んで参りたいと考えております。
私見も含めてお答えさせて頂きました。

24
本宮
（しらさわカル
チャーセンター）

短期・中期・長期と記しているが、町とし
ては具体的に何年を目標に帰る予定
で、インフラ整備などの工程を組んでい
るのか。公共施設や医療設備が10年後
にできるというのでは戻れない。

町長

大変貴重なご質問でございます。やはり復旧復興に向けた課題というのは、ご指摘
されました上水道、下水道、そして医療機関等々いわゆる社会基盤、そして我々が
生活するための商業施設であるとか、医療機関、福祉サービス機関が整わないと、
中々生活できないんです。従って逆算すると大体5年、或いは6年かかる。今、上水
道、下水道の視察をしております。そういう中で、地震で相当痛んでますので、特に
下水道処理の末端処理場は完全に落ちていて、官が全部だめになっていると思い
ます。そういうことを考えていくと、相当な期間が必要。10年の計画を立てましたが、
5年か6年でインフラ側の復旧、ライフラインの復旧をして、医者に戻ってもらい、福祉
サービス機関を復旧させる。残念なのは、要介護の認定が非常に多くなっていま
す。デイサービスや、ショートステイなどの施設が必要です。そういう施設が果たして
いつ戻れるのか、やはり戻れるまで皆さんが避難している所でお世話になっていか
なければいけない。そういう状況を全て考えて、やはり5年、或いは6年は我慢して頂
きたい。ただこれから区域見直しをして、線量の低い所、それから居住が制限される
ところは、自由に出入りはできます。自由に出入りをして、後片付けとか、お墓の片
付けとか、除草をやって、ただし残念なのは宿泊できませんので、避難地に戻って、
また次の日に入っていく。帰宅困難区域は非常に線量の高い所とされていますの
で、この方は自由に出入りはできませんけれども、今までの一時帰宅をやってきた
状況がありますので、そういうことを踏まえて帰っていくという方法も取りたいと思い
ます。そういうようなライフライン、平たく言えば社会基盤と生活基盤が成り立たなけ
れば、私どもは戻れないということです。避難指示の解除は、非常に難しい時期にな
ると思います。第一原発の事故収束の問題もあります。そういうものを全てトータル
的に考えて、本当に帰町できる時まで我々は皆さんと一緒に、色んな工夫をしなが
ら、戻っていきたいと考えております。
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25
本宮
（しらさわカル
チャーセンター）

P9に、仮設住宅が長期的に住める状態
でないので復興住宅を中心にした町外
コミュニティを早急に整備するとある
が、復興住宅の規模は何世帯くらいを
目標としているのか。浪江町が３つの区
域に分かれると出ているが、津波被災
者もいて、そういう人が優先的に入った
場合、避難準備区域の人が入る余裕は
あるのか。

町長

災害復興住宅は、正式には避難先の自治体とはまだ協議をしてません。ただ新聞
先行、マスコミ先行です。今整理しなくてはならないのは、誰がどこに住みたいという
アンケートを取っていきます。前にも取りましたけども、今回11月にかけて政府の方
からもアンケートを取りまして、アンケート集計によって、例えばどこどこの地にどれ
くらいの規模、何戸、優先順位は先ほど申し上げましたように、そういう状況のことを
考え合わせながらやっていきたいと思ってます。どれくらいの規模とか予算は今は
明らかにできません。従ってH26年の3月末までには何とか入居準備を完了して、順
次復興住宅に入って頂くようにやっていきたいと考えています。今、話になっていま
すいわき市長は、集約型でなく分散型でお願いできないかと、市民との交流も含め
た中で分散型でお願いしたいということは言われてます。南相馬市、福島市、或い
は二本松の方からは、福島の場合はやはり分散型でお願いしたい、二本松は集中
型でもよいという話をされている。いずれにしてもいわゆる町外コミュニティを作って
頂く自治体が、どれだけの土地があって、どれだけ条件のいいところに作って頂くか
という問題もあると思います。病院や学校、商店街、銀行とか、社会生活を営む以上
は、便利なところを町として要望していきたいとは考えております。

26
本宮
（しらさわカル
チャーセンター）

復興公営住宅の費用はいくらか。 復興推進課
町長の説明にあったように、具体的、詳細についてはこれからで、家賃も決まってお
りません。

27
本宮
（しらさわカル
チャーセンター）

大変立派な計画だと思う。これは、国と
の整合性はどのようになっているのか。
区域再編の見直し、その年数にも関
わってくると思うが、いかがか。

町長

国との整合性は全てが合ってるかということで、合ってないところもあります。例え
ば、賠償と区域の見直しの問題です。私どもが言っているのは、先ほどお話ししまし
たように、5年間は帰らないのではなくて、5年は生活できないんです。ですから、例
えば帰宅困難区域、居住制限区域、避難準備解除区域、これら一律の賠償でやら
ないと色んな不具合が出てきます。従ってそこが政府との詰めるところです。政府の
課題としては、避難指示の解除、いわゆる区域の見直しは別なんです。区域の見直
しというのは線量によって区域を見直していく。避難指示の解除は全ての問題が絡
んできます。先ほど言った原発がどういう状況になってくるか、我々のインフラ復旧
はどれくらい進んでいくのか、ライフライン・インフラの復旧がはどれくらい進めるの
か、そして除染がどれくらい進んでいくのか、トータル的に見ていかないと避難指示
の解除はできないんです。
総理大臣が避難指示解除を出します。我々は今、警戒区域に入れられているという
のは総理大臣から指示されているんです。それを解除するのは、やはり地元の町村
と協議をしながら、解除するかしないか決めなくちゃならないんです。私はやっぱり
今の状況踏まえて、避難指示の解除は十分に考えながら解除していきたいと思って
ます。ただ賠償の問題は時間がかかる問題ですから、早く我々が生活再建できるよ
うに、一律賠償・全面補償を要求しています。その点が若干ギャップが生じているこ
とは間違いないところです。あとは大体合致している状況です。
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28
本宮
（しらさわカル
チャーセンター）

当初は避難指示の解除は市町村に委
ねるとあったと思うが、削除されたのか

町長

協議をしてます。してますが、なかなか政府の方が飲まないというのが事実です。私
どもが言ってるのは、除染の問題も賠償の問題もそうですし、全てのものが我々の
生活再建につながっていくようにしなければ、避難指示の解除はできない。ただ最
近政府は、政府が決めるんですよという言い方をしている。それは違います。後ほど
区域の見直しの中で政府の方から説明があると思いますが、主導は国にあるんじゃ
なく、我々被害者にあります。避難指示を受けて、避難しているんです。ひもじい思
いをして、強いられた生活をしてるんです。それで指示をされているんですよ。我々
が生活再建できるまで持っていって、我々の避難指示の解除という意味を発信しな
ければ、国は指示解除なんて勝手にできないと思います。国が主語じゃないです。
我々被害者が主語なんです。そういうふうにお願いしたいと思ってますので、皆さん
のご支援をお願いします。

29
本宮
（しらさわカル
チャーセンター）

南相馬は昨年区域見直しがあって、自
由に入れる。しかし宿泊できない。家を
片付けてもゴミを捨てる場所がないとい
う状態になっているのを見て、我々が同
じ状況になった時に、町としてどういう
対策をとってるいか。

町長

小高区を見ますと、ゴミの捨て場所もない、水もない、本当にと散々たるものです。
そういう状況の中で区域の見直しをやった。私どもは、区域の見直しをする場合に
は、そういうものはある程度設置をしていかなければならない。焼却炉の施設とか、
皆さん方でご協力を頂いて仮置きの場所を置いたり、水の問題をきっちりと仕上げ
ておいて、区域の見直しの施行をいいですよと。区域の見直しはすると、ただしその
間に準備をしておかなければそういう状況になりますので、施工については若干見
直しをしてから、時間を頂いて、そこで色々準備をしていく形にしていきたいと思って
います。

30
仙台
(仙台国際セン
ター)

浪江町復興計画 第一次(概要版) Ｐ８に
「震災から６年後、避難指示解除を想
定」と書いているが、これは６年後まで
帰らないので、覚悟して下さいということ
でよろしいでしょうか。

馬場町長

"帰らない"ということではなく、"帰れない"(生活ができない)ということです。上下水
道の問題、医療機関の問題、福祉サービス機関の問題、そういった問題をトータル
で考えると、物理的にそのぐらいかかります。福島第一原発事故の収束についても
はっきりしておらず、非常に危険な状況です。そういうものを踏まえて、生活基盤、社
会基盤が整備され、生活ができるようになるまでには、５年ないし６年、あるいはもっ
と時間が掛かるかもしれません。
現在、インフラの問題については、目視でいろいろと調査をしています。非常に甚大
な損傷を受けている箇所もあれば、このぐらいであればすぐ復旧できると思われる
箇所もあります。そういう状況も踏まえ、５年帰れないという内容を今回の復興計画
に盛り込んでいます。

31
仙台
(仙台国際セン
ター)

いつ安全に生活できるようになるのか
で賠償問題の内容などが変わってきま
すが、そのあたりも、きちんと、東京電
力、国にお願いをしているということでよ
ろしいでしょうか。

馬場町長

賠償の問題については生活再建・元のような生活ができるまで、だから"賠償につい
て終わりは無い"と私は思っています。しかし治めようとしている動きがあり、それは
許せないと考えます。ですから、お正しの通り、生活再建に向けて町として要望して
いくことで考えております。
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32
仙台
(仙台国際セン
ター)

６年後、避難指示解除の想定ということ
ですが、若い方、小さな子供がおられる
方について、どのぐらいの方が戻る想
定でしょうか。

教育長

これまで何回か行ったアンケートの数字を見ると、これからどういう状況が展開する
かにもよりますが、小さなお子様をお持ちの方は"戻りたくてももどれない"という方
が３割・４割
いらっしゃいます。これが、急速に変わるということは、おそらく難しいだろうと考えま
す。
私どもとしましては、小さいながら浪江町の学校を二本松で立ち上げております。そ
ういったところで浪江の教育の良さをどんどん発信して、情報として繋いでいくことに
より、その時がきた時に「心配が無いまちづくりができたし、子供の教育にもいい場
所だ」ということを理解していただくことによって一人でも多くの方に戻って来てもらえ
るように努力しております。

33
仙台
(仙台国際セン
ター)

町として作り上げた復興計画を国、県
はどのような形で見ていますか。どの程
度まで受け入れてくれるのでしょうか。
また、意思の疎通はできているのでしょ
うか。

馬場町長

私どもの主張を１００％理解しているということは言えません。国は国なりの考え方
がある
ということで、何パーセントぐらいになるかはわかりませんが、復興計画に基づいた
復興庁の考え方は、我々の町を再興・再生させることで、理念的にはすり合わせが
できています。ただ、細かいところでは私どもが主張している点と、国・県が受け取っ
ている考え方の間に若干のズレが出てきているというのも事実です。今後は、その
ズレを修正して町が考えていることを１００％できるように是正をお願いしたい、とい
うことでやっていきたいと思います。

34
南相馬
市民文化会館ゆ
めはっと

仮の町に住む場合、住民登録はどのよ
うになるのか。

馬場町長

先日、樽床総務大臣が私どもの役場を訪れ、二重住民票の件についてお話させて
いただきました。二重の住民票となると、憲法違反、あるいは法律違反という形にな
りますので、今総務省の考えとしては、浪江町の住民の証明書を発行して、全国ど
こに行っても、浪江町民であるということをはっきりできる証明書を発行するような形
で検討している。是非そういうふうにお願いしたい。住民票を移して頂けないかとい
う自治体もなかにはあるんです。例えば、自動車の切り替えればいいとか、あるい
は学校の転入・転校の問題とか、事業再開するために、金融機関から借り入れをす
る場合、住民票を移して借り入れをしてくれというような、色んな事象が出てきていま
す。そういうことで、住民票を移さないで、浪江町の町民であるという証明書を発行
すれば、そういう手続きはいらなくなるんではないかということで、今検討に入って、
恐らくそういう形で実施の方向に移っていくと考えております。
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35
南相馬
市民文化会館ゆ
めはっと

議会から町の方へ提出した資料（「浪江
町復興に関する浪江町議会の考え方」
平成24年9月7日）における表現が「す
べきである」という第三者的な表現であ
るが、これは積極的に町の方に働きか
けたのか。町長はこれについて、どのよ
うに返事をしたのか。また、国、県の方
へどういう働きかけをしたのか。

また、本資料が出たのは９月。もっと広
報しておくべきではなかったか。

吉田議長

ご質問ありがとうございます。浪江町議会としてまして、復興検討委員会が103名の
町民の方々で、作成の準備、ならびに検討をしていた段階の中で、議会として復興
計画に決して無関心でいいわけはありませんし、中心的な役割を果たすべきだとい
うことで、災害対策特別委員会の中で、復興計画の策定に向けて、議会としての考
え方を町に示す必要があるという考えの中で作業を進めて参りました。それぞれ災
害対策特別委員会の中で、約10回くらいに渡って、それぞれ検討を進めてきまし
た。そのことを取りまとめたのが、皆様方にお配りさせて頂いた「考え方」ということで
ございます。この中の「考え方」という表現の仕方は、復興計画の策定に向けてやっ
たわけですが、そのほか国、あるいは東京電力に対する申し入れの部分もあったも
のですから、「考え方」というまとめ方をさせて頂きました。各町民に関しては、住民
の方々にパブリックコメントといって、案だけ来た段階で、皆様に意見を賜ったわけ
ですが、議会としては、そのパブリックコメントにあったものかなと思っております。９
月７日に申し入れをしたわけですが、９月７日に申し入れををした時点では、検討委
員会の中では、まとめの段階に入っておりましたので、これが限界かということで、９
月７日に町長宛てに、私、副議長、災害対策特別委員会の委員長、副委員長でもっ
て、こういう形で考え方を示したわけでございます。これについて検討委員会の中で
は、この中を精査をしたと思います。そして、ほとんどのこのことについて、経緯を取
り入れて頂いたという経過がございます。そのあと、全町議会の中で、私どもの考え
方がどの程度取り入れられたのか、町事務局とも協議を経た中で、ほとんど盛り込
まれたと。そしてその結果として、10月11日臨時議会において決定をえたということ
でございます。それが経過でございます。町の計画としましては、町長を始め、復興
計画案が今後５年間、10年間に渡る、第一次でありますけれども、大切な町のこれ
からの基本になるものですから、しっかりと議論させて頂いて、これに基づいて、皆
様に今お示しをしております提案になったということでございます。ご理解いただきた
いと思います。

36
南相馬
市民文化会館ゆ
めはっと

線量マップについて、今年３月に国から
最終版ということで出ているが、その後
は作る意向はないのか。平成24年５月
に最終報告ということで詳細モニタリン
グについてというものが出ているが、今
後も測定していく必要があるのではない
か。

（司会） 詳細な線量マップについては、国から回答するようにします。
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37
南相馬
市民文化会館ゆ
めはっと

原発避難者だということで、実際に理不
尽な差別等が起きている。こうした苦し
みを無くすために町ではどのような取り
組みをしているのか、お聞かせ願いた
い。

畠山教育長

浪江町の子供達ですが、小中学生合わせて約1,600名でございます。この子供達
が、全国240余りの市や町や村に、しかも750の学校にバラバラになっております。
私どもはお蔭様で、二本松で小さな小学校、中学校を再開しておりますが、そこにい
る子供達は合わせても80名程、全体の５％ぐらいしか、私どもが毎日子供達と直接
接する時間は数十分です。そういう中ですが、手当てをしまして、とにかく子供達の
状況を把握することにまず努めております。当然、そういう中で、色んな悩みを抱え
ているとかあります。具体的には、友達に会えなくなって淋しくなったとか、学校に馴
染めないとか、ちょっと嫌なことを言われたとかということもたまにあります。こういっ
たことにつきましては、遠い場合は電話でとか手紙となるのですが、近くで直接顔を
合わせることができる場合は出向いて行って、本人やら親御さんと会って、少しでも
それをサポートする、そういう形で対応して参りました。今後も、そういうことを続けな
がら、少しでも子供達が、ただでさえ辛い避難生活ですので、それ以上の苦しみに
合わなくて済みように対応して参りたい思っております。

38
南相馬
市民文化会館ゆ
めはっと

復興計画における「短期」の定義である
「震災より３年」は、「原発爆発より３年」
とはっきり書いた方が良いのではない
か。
また、「短期」については３年ではなく10
年、中期については30年。長期につい
ては50年だと思っている。チェルノブイ
リの原発は、30年経っても今だに線量
が高いことから、50年を長期、30年を中
期として見ていただきたい。

馬場町長

復興までのロードマップと申しますか、いわゆる、短期、中期、長期まで、10年間とい
うことで設定をさせて頂いたわけですけれども、先程冒頭に申し上げましたように、
復興計画の策定委員の皆さんがいろいろと英知を絞り、皆様方のパブリックコメント
を頂きながら、ある程度具体的な計画を作っていこうという形で、こういうふうになっ
たということでご理解いただきたいと思います。今ツルシマさんがおっしゃるように、
この放射能災害、これは非常に、いつまでとはっきり言えないのが、放射能の災害
だと認識してます。従って、非常に難しい局面でありますけれども、なんとか自然減
衰、それに加えて除染の技術、これは国が責任をもってやるという話になっていま
す。合わせて放射能の低減化をして、できるだけ早く放射能に惑わされないような生
活環境、あるいは、町の環境ができればという形であると思います。そういうことで
一つご理解頂きたいと思います。

馬場町長

平成26年３月まで、仮設・借上げの特例適用がなっています。これは、災害救助法
に基づいたなかで、謳われております。従って、ご提案がありましたように、我々が
いつ生活再建ができるのか、そういう時期まで、私そもとしては、災害救助法ではな
くて、原発特別措置法の中での、住宅政策を長くできるように要請していきたいと考
えてます。

吉田議長

先ほどの挨拶でも申し上げました通り、それぞれの会場において、議会議員がそれ
ぞれの常任委員会に分担をして回っております。その意見集約を重ねた結果、それ
を精査致しまして、まだ決定ではございませんが、私の思いとしては、皆様方から頂
いた意見をきちんと集約をして、皆さんから確認が取れなかったこと、不足の答え、
あるいは、再要望、新しい要望、きちんと、後ほど説明を頂きます、国関係の方々に
再度議会に来ていただいて、しっかりと答弁を求めていく、そういう積み重ねをして
参ります。

仮設・借上住宅の期限が、H26.３.31ま
でとある。もっと長い期間貸してほしい。

南相馬
市民文化会館ゆ
めはっと
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№ 会場 質問内容 回答者 回答内容

40
福島
(福島県立文化セ
ンター)

町が示している「５年間は帰れない、戻
れない」「賠償金の底上げ(町一律)」に
ついて国は否定的であると聞きます。
それでも単独で頑張っていかれます
か。町長の本気度を再度見せて頂きた
いと思います。

馬場町長

おっしゃるとおり、町に帰る場合は安心・安全が担保できるような状況にしていかな
ければならないと考えています。
放射線量の低減、福島第一原発事故の収束状況、そういうものを踏まえていかなけ
ればならないと思います。さらに、生活基盤、社会基盤、そういうものが復旧してい
かなくては、我々、生活ができません。
そういう状況の中で逆算をしていきますとやはり５年、６年の時間は要するということ
であります。

41
福島
(福島県立文化セ
ンター)

数年後入る復興住宅に家賃は発生しま
すか。どうしても家賃が発生する場合
は、電気代含め、国から東電に請求し
て欲しいです。

復興推進課
長

原則、家賃は発生します。ただし、現在仮設住宅とか借上げ住宅に無償で入って頂
いている状況も御座います。
ですので、その発生時期などについて国・県とこれから調整していくようになります。
バランスが崩れない様な方法で引き続き考えて参ります。

42
福島
(福島県立文化セ
ンター)

墓地が荒れ放題となっています。この
状態を町はどのように考えていますか。
最低でも倒れた墓を修理・修復しては
いかがですか。

馬場町長

今、田んぼにはセイタカアワダチソウがいっぱい生えている、あるいは皆さんのお家
の周りに雑草が非常に伸びている、そして中央の町道にも草木が生えて、非常に大
変な状況となっています。
区域の見直しをして復旧をできるだけ急ぐ、そのためには、いわゆる低線量の所、
あるいはある程度線量が高い所の雑草が生え荒れ放題になった所を、除草、道路
の復旧といった作業にこれから入っていきたいと思います。
区域見直しで、避難指示解除区域、居住制限区域の方は自由に自宅に入れるよう
な状況になります。その時、防犯・防災について綿密に計画を立てて、当局・関係機
関と話を進めながら防犯・防災に努めて参ります。
その中で、皆さんがお墓の手入れ・後片付けなどをしていきます。ただし、宿泊がで
きませんので、避難所に帰って頂くという手筈となります。
ただやはり、せっかく自宅へ戻る機会となりますから、町民の方が交流する場所とし
て線量の低いところに休憩所を作りながら、皆様と交流を深めながらなんとか１日を
過ごして頂きたい、という手順をこれから組んでいきたいと思っています。

43
福島
(福島県立文化セ
ンター)

３種類に区域を分けるという話ですが、
町はこの区分をどのような基準で考え
ていますか。

馬場町長

これから、区域見直しの基準について国のほうから説明させます。
国からは「線量の基準によって区域見直しを行いたい」という話です。その分け方は
地域の絆、コミュニティを失わないような形で線引きをしていきたいという形で提案さ
せています。現在、放射線マップの提供を頂きながら、これから区域見直しの具体
的な協議をしていきたいと思っています。
それと、賠償問題を含めて、詰めに入っている状況ですので、後程、国の方から説
明・明快な回答をして頂きたいと思っております。
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44
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

町外コミュニティの整備はH26年から入
居開始となっているが、今の段階で候
補地があるのか。今の段階で場所が決
まっていないと、この入居開始時期では
厳しいのではないか。

復興推進課
長

町外コミュニティについての質問でございます。お答え申し上げます。現在多くの町
民の方々が県内外に避難しておりまして、放射線量の高い所などもあり、本当にま
だまだ家に戻る事が出来ない状況になっております。更に、仮設住宅入居関係も、
長く住み続けることは難しい状況となっております。そういうような中で、26年３月な
んですが、浪江町の仮設住宅の今のところの入居期限ということであり、そこを目処
にということで選定を進めているというふうなことでございます。現在のところ、はっき
りまだまだ決まったものではございませんが、町外コミュニティの候補地と致しまし
て、いわき市、二本松市、南相馬市などと今後協議を進めていく考えでございます。

45
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

（承前）まもなくH24年も終りという中で、
数多くの仮設住宅があるが、全部一緒
に実現できるのか。
また、復興公営住宅や町外コミュニティ
に入居してしまったら浪江町に戻らなく
なってしまうのではないか。
29年度の帰町についても、今から除染
の過程をきちんと計画していかないと間
に合わなくなってしまう。

馬場町長

受入れ先の自治体との話し合いも残っています。それから、予算的にも国、県、そち
らの方の支援も受けていかなくてはならないということで、その協議が残っていると
いう状況です。できるだけ早め早めに対応していきたいというふうに考えておりま
す。これからのP.８の中身もですね、居住規模等の詳細調査の実施は国が中心と
なってやるような状況になってます。そういった状況の中で、非常にタイトなことにな
るかもしれませんけれども、なんとか平成26年度の３月にある一部から入居ができ
るような状況に段取りは進めていきたいと。それ以降、逐次、復興公営住宅等を設
置していくというような考えでおりますので、ひとつご理解をいただきたいと、このよう
にお願いします。

46
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

（承前）そのことについては今仮設住宅
に入っている方々にはいろいろな問題
が起きている。仮設住宅がバラバラに
なっていろいろな問題が起きていること
はご承知だと思うので、早急に考えてい
ただきたいと思います。

- （意見のため回答なし）

47
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

除染廃棄物は中間貯蔵施設が出来な
いといつまでも仮置き場に置いておくこ
とになるが、どのような想定で考えてい
るのか。

総務課長
（司会）

除染につきましては第２部で説明の後で質疑を設けたいと思いますので、その場で
ご回答したいと思います。

48
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

復興計画の中の「震災」という言葉は、
「震災と原発事故を乗り越え・・・」という
表現があるように、地震と津波のことを
指していると思うが、原発事故のことは
考慮していない。「震災」という表現では
人災を含まない意味になってしまうの
で、「発災」という表現を使ってはどう
か。

復興推進課
長

「震災」ということでございます。今回の計画におきましては103名の復興計画の策
定委員会の中で真剣に議論していただいたこと、更にパブリックコメントなどの意見
をいただいてまとめたものとなっております。ただ、お正しなんですが、今回の東日
本大震災の概要と致しまして、平成23年３月11日の14時46分の大地震、その後の
浪江町への15時33分の大津波、そして、第一原発での電源の喪失というふうなこと
で原発事故となっております。この「震災」という言葉なんですが、そういうふうな中で
大きい意味での震災というふうに表現したところとなっておりますので、ご理解いた
だきたいと思います。
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49
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

（承前）「震災」の中に原発事故を含め
て考えるという話。地震と津波だけであ
れば私達は避難していない。天災では
なくて人災、原発事故という人災があっ
たから避難をしているという考え方が必
要ではないか。震災の中に天災と人災
含めて考えるのは難しいと思う。

復興推進課
長

この第一次計画につきましては、随時見直しを進めていくような内容となっておりま
して、それにつきましては、今後、第二次、更に第三次というふうなことも考えていた
だくことになります。そういう中で検討していきたいと考えております。

50
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

復興計画には防潮堤の記述があるが、
かつて「なぎさリフレッシュ事業」というこ
とで、見栄えの悪い陸の堤防をカバー
するために海底に堤防を造った。従っ
て、今後浪江町の防潮堤を考える時、
海底に造ったものについても検討して
いく必要があると思う。

復興推進課
長

この概要版の中には詳しいことは書いてないんですが、請戸の津波被災地につきま
しては、まず現在の防潮堤、その防潮堤をかさ上げした防潮堤の整備、そして、そ
の内側に防災林も整備する考えとなっております。更に、現在の浜街道があります。
その浜街道のかさ上げというふうな計画にもなっておりまして、そういうふうな複合的
な計画の中で防災を進めていきたいと考えいるところであります。

51
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

（承前）海の底に造る堤防については考
慮していないということか。

復興推進課
長

「なぎさリフレッシュ」の海の底の堤防の話なんですが、現在のところはですね、そこ
までの計画は今のところは定まっておりません。ただ、福島県や国と協議はする必
要があるだろうとは考えております。

52
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

災害公営住宅を造るにあたってどう
いった間取りを考えているのか。倉庫等
をどこまで考えているのか。今仮設住
宅に住んでいるが、狭くて一時帰宅で
荷物を持ってきても持ってこれる状況で
はない。

復興推進課
長

復興公営住宅の規模とか構造とか間取り、そういうことの質問でございます。また、
実は構造的なもの、間取りとかそれぞれについて詳細事項についてはまだ具体的
な協議にはなっておりません。現在協議には入ってきたんですが、まだそこまでの
協議にはなっていないということで、今後公営住宅の構造、特にどこと地域につくる
のかというふうなことを決めていくようになります。ただ、面積的にはおおまかに仮設
住宅の、これ県の方から聞いたところでは、３倍程度の、これは復興計画の中にも
入っているんですが、３倍程度の面積というんですか間取りを取りたいというふうな
ところは聞いたところでございます。ただ具体的にどうなるかというのはこれからの
問題となっております。

復興推進課
長

復興計画の中で問題意識を持っておりまして、検討事項としての取り上げ方はして
いるところでございます。

復興計画を進めていく中で最終的に原
発が廃炉になるまで数十年かかるの
で、そこまでの間に何かあった時は避
難が必要になると思う。その避難の計
画は考えられているのか。戻るだけで
なく、逃げることもあり得るという前提
で、計画を立てているのか。

福島
福島県文化セン
ター　大ホール53
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馬場町長

これからどういうふうな問題の経過ということで非常に心配なんです。従って、国ある
いは県で原子力防災の計画の見直しがされてですね、今までの私どもが経験してき
たことを実践的に見直しをするような状況になっています。特に、私どもこれから一
時帰宅なり、どんどん自由に出入りできるようになれば、原発の事故の収束がして
いませんので、何かがあったら大変ですので、防災無線の点検をしたり、県警ある
いは消防とか関係機関と相談をしながら避難の準備の計画は見直しをしていかな
ければならないと考えてます。お正しの通り、廃炉には30年なり40年かかるというふ
うに言われているので、そういう防災の見直しは今後きっちりやっていきたいと、こう
いうふうに考えております。

54
福島
福島県文化セン
ター　大ホール

線量の高さについて、技術者的な視点
でなく、一般的な住民にも分かる目安と
して、線量の標識等を整備できないか。

総務課長
（司会）

線量につきましては、後ほどの国の方から答弁していただきますのでよろしくお願い
したいと思います。

55
東京
ヤクルトホール

町外コミュニティはいつごろ、どこに作る
か具体的にお聞きしたい。

馬場町長

町外コミュニティの具体性ですが、まず先月、避難元そして受け入れ自治体、避難
先との協議会を国、福島県を入れて設置しました。その中で実務者レベルでいろん
な条件等について話し合いを進めています。例えば二重の住民票を認められるかど
うか、これは憲法上認められないことになっているので、住民票を移さず浪江町に住
民票をもっているという証明書相当のものを発行することで、今、総務省に一生懸命
やって頂いております。ゴミ処理、税金の問題、いろんな問題を協議会で話し合いを
しています。町外コミュニティの場所の問題は、協議会が重要な位置付けになってい
ます。先ほどお話ししましたように、アンケート調査、意向調査を2回やっています
が、まだいろんな流動的なところがあると思いますので、これから国、町、県が入っ
て再度意向調査をする手筈になっています。現在、2回のアンケート結果で、浜通り
の南相馬市、いわき市、さらには福島県の県北地域に福島市、桑折町、本宮市、二
本松市に仮設住宅があるので、そこを中心とした町外コミュニティを形成していくとい
うことです。あと、町内でもこれから区域見直しの具体性をもった協議に入っていき
ますが、線量低いところに、今の役場を復興拠点にして工事を行っていきたいと考え
ています。そのためには作業員の方や役場職員も勤務する状況が出てくることを考
え合わせて、町の中にも町内コミュニティを作る、特に津波被害で家屋を流出されて
いる方々もいらっしゃるので、その方々のために災害復興住宅を建設していくという
考え方で御座います。いずれにせよどのぐらいの規模、どういう形態になるかという
ことは、今後協議をしながら進めていきます。できるだけ早く協議を終えて、H26年3
月までにはある程度入居できる状況を作って、それから順次入居頂くという考え方
です。
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56
東京
ヤクルトホール

以前は5重の壁で発電所が守られてい
たが今は壁はなく、燃料棒も取り出せな
い状態で、復興計画が絵に描いた餅に
ならないか心配している。メルトダウンし
た燃料が取り出されない限り、帰町は
ありえないと思っている。町長はどう考
えているのか。

馬場町長

本当に危惧されるところです。区域見直しと避難指示解除は後程政府から説明があ
りますが、区域見直しは線量によって見直しされ、低いところには自由に立ち入りが
できる見込みです。そこではお墓の掃除や家の掃除などをやって頂けます。ただ生
活すること、宿泊することはできません。よって避難所から通うというのがいわゆる
避難指示解除準備区域、居住制限区域となった場合です。
問題は避難指示解除で、これがなかなか難しいです。福島第一原発事故の収束、こ
れがどう展開していくか。特に使用済み燃料をこれから取り出し、今言ったメルトダ
ウンした所の燃料をどうやって取り出していくか、廃炉の問題もあります。非常に危
険な状況です。そういう状態の中で私どもはすぐに戻って生活してくださいということ
ではありません。その間にできるだけ社会環境、すなわち3.11以前の社会環境、元
に戻すのは大変ですが、なんとかそれに近い形で社会環境だけは戻していこうとい
うことです。上水道、ライフライン、道路、インフラの復旧です。とにかく生活するため
の社会基盤は作っていきます。何年に帰るということではなくて、目標としては中期
の後半からある程度戻っていただける環境作りはしていきますが、前提条件によっ
て計画も変わるということであります。いずれにしても生活するための社会環境の整
備を進めていくということで考えております。

57
東京
ヤクルトホール

福島第一原発は1、2、3号機から現在、
1時間あたり6000万ベクレルの放射性
物質が飛散しているということだが、除
染してもすぐに元に戻るのではないか。

司会者 除染については、第二部でご質問をお受けしたいと思います。

58
東京
ヤクルトホール

大柿ダムが水瓶になっているが、放射
性物質の拡散予測ソフトで見ると、大量
に拡散しているのが大柿ダムである。
生活用水に使えるのか。

馬場町長

水道水については、今、専門家を入れて検査をしています。今のところ不検出という
データが出ています。しかし大柿ダムの底の方に、相当なるセシウムが蓄積され、
高線量になっています。それを除去しようということで、これから農水省と環境省の
間でやっていくということになっております。4つの取水上ではすべて不検出となって
います。ただ放射性物質は水を通すので、底に沈みます。よって上水には出てきま
せん。東大の児玉教授の指導のもと、万が一懸念があるということならフィルターを
つけて安全な水の供給をするという考え方も検討しております。これからもっと調査
をして本当に安全なのかを検証していきます。現在は不検出であるということだけご
報告させていただき、今後は今言った対策の中で考えていきたいと思います。
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59
東京
ヤクルトホール

セシウムだけでなく、ストロンチウム90
やプルトニウムも交じっている。ストロン
チウムはベータ線なので普通には計れ
ない。検出結果はどんな値を基準として
不検出としているのか。測定器の限界
以下なのか、それとも国がなんらかの
基準値を決めて、それ以下は大丈夫だ
と言っているのか。

馬場町長

この件については、私は専門的な知見を持っているわけではありません。東大の児
玉教授が南相馬と浪江町に毎週入って検査をしていただきました。その児玉先生の
データによれば限界値以下の形だということです。ストロンチウム、プルトニウムも出
てることは間違いない。ただその量がそんな値ではなかったという形の報告を受け
ているということです。

60
東京
ヤクルトホール

燃料棒が破断したら、セシウム134が
100、137が100、ストロンチウムは90、プ
ルトニウムは0.5くらいの値で放出される
はずである。セシウムを除去するのに
溶剤を使うと聞いたが、ストロンチウム
はそれには吸着しない。ストロンチウム
だけは残るので別に考えないといけな
いのではないか。

馬場町長
専門家の方々に指導していただいています。そこはしっかりと専門家のお話を聞き
ながら対応していきたいと考えております。

61
東京
ヤクルトホール

ここで１１回目の説明会だと思います
が、過去にどういう質問がされたのか見
ようと思ったんですけど、そういうのがな
くて、見れませんでした。

復興推進課 現在、早急に整備しておりまして、早急にアップするような作業を進めてますので
近々アップになります。

62
東京
ヤクルトホール

政府がアンケートをとると言ってました。
まだとっていない。
町外コミュニティの場所や規模や、浪江
町へ帰るにしても７年目以降どのような
形になるのか、ある程度描いてくれない
と選択できない。
アンケートとる際、その内容をアンケー
トに盛り込んで頂きたい。

復興推進課

アンケートにつきましても、
町外コミュニティの人数関係、非常にとらえるもの前提条件がなかなか出ない中で
のアンケートなものですから、人数を示すのが難しい状況になっております。その中
での前提を極力町民の方に示せるように努めて参りたいと考えております。

63
東京
ヤクルトホール

副町長さん、町長さんがやっている会
議、もちろん開示できないものもあると
思いますけども、それは適宜流してほし
い。

復興推進課

国、県、町の会議、例えば、国、双葉８町村、さらに福島県が入ったような会議の場
合、復興庁が主催のような会議の内容であれば、復興庁のホームページにアップに
なっているようです。ただ県＋双葉８町村の会議の内容などは、まだアップなってい
ないような状況です。主催者の方にアップして頂くように要請をして参りたいと考えて
おります。なお、町の方にアップする関係につきまして、その主催の方と協議しなが
ら、なるべく情報を伝えていきたいと考えております。
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64
東京
ヤクルトホール

財物の保障について、計画の中には、
集団で申し立てをするという計画がある
と思います。それを、具体的にいつから
そういった活動を開始するのか

産業賠償対
策課
タカクラ

今、内部でつめておりまして、弁護士資格をもってらっしゃる大学の先生と内容につ
いてつめております。だいぶつまってきておりますので、日にちまでは申し上げられ
ませんが、内部で調整してまとまりつつありますので、町長がいつも申しております
ように１０万＋２５万の部分での中身について、つめておりますので、もう少しお時間
頂ければ、早いうちお話説明できるかと思います。

東京電力

請求額と程遠いのに合意書を送られてくるのはおかしいという点について、大変申
し訳ないと思っております。
合意書につきましては、できるだけ早く多くの方に、ご入金をさせて頂きたいという意
味合いもありまして、合意書を合わせて送らさせて頂いております。もちろん合意額
にご納得頂けない場合、そこから再協議をさせて頂きたいと思っております。中身を
見せさせて頂いて、その合意書の中にはご請求の金額との差異の理由を記載させ
て頂いております。その内容を見て頂いて、おかしいのではないかということでそこ
から再協議、
場合によって、そこから改めての追加の帳票なりをご提出させて頂いて、ご請求額
に近づいた金額をまたご提示をするという運行をさせて頂いています。
なるべく早く多くの方に合意金額をお渡ししたいというのありますので、何とぞご理解
頂きたいと思います。

ほんとに我々被災者の目線に立っていないんです、やり方が。だから、私いつも言う
んです、県知事にも会ったときに、あるいは、県の職員部長にも言うんです。これだ
け福島県土が汚されて、あんた達悔しくないのかって。そしてふう評被害だとなんと
かだって、福島県の女性とは結婚するなとか言われて、あんた達悔しくないのかっ
て。
福島県の職員、確かに被ばくしていない職員います。会津にいる方とか。そういう
方々は意識がないんです。あなた達、こんなに福島県土が汚されたのに、なんで怒
らないんだって。それから県知事ももっと怒らないとだめだ。そういうことやっている
から、この事故がふう化されるような状況になってきつつある。本当に皆様方でこの
東京都内、あるいは西の方、全国版の（ＴＶで）原発の事故って出ないでしょ。出てな
いはずですよ。それだけ記事にならないんですから。今、福島県の民法、民有は毎
日入ってますよ、それは。いろんな事象が入ってきますから。こまい話だと思います
ので。

65

東京
ヤクルトホール

損害賠償で請求を出しますと、一方的
に合意書というものが戻ってくる。請求
したものに対して１００％飲んでいた場
合の合意書ならば十分わかりますけれ
ど、その請求したものについて程遠い
数字でありながら、合意書をよこすとい
うのは、どういうことか。

馬場町長
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（続き）
ですから、もうふう化されてきつつあるんです。ですから、この検討会の中身につい
ても、我々が心配してたように、何もなかったんだと。これがひどいのは、県立病院
に我々検査したデータをやっているんです。やってて、個人情報保護法がちょっと
引っかかってくるんですけど、検査を受けた人に数値も出さなかったんです、今ま
で。いわゆる一時検査合格ですとか、頬がちょと腫れているからＡ２とか。数値を出
してこなかったんです。最近、とにかく数値を出せと。そして、今情報公開の話もでま
したけども、そういうことで、皆様心配しているのだから、数値を出して、どのくらいの
線量が出たんだか、それはださなくちゃだめでしょうと。今までは全部未検出とか
やってたわけですよ。
私共の担当の課も困るんですよ。うちの娘受けたんだけど、どんなような状況になっ
ていますかと言われていも、データがフィードバックされていませんから。ですから非
常に困るんです。そういう状況なんです。ですから、それはだめだと。とにかく正確な
ところ全部やっぱり出して頂かないと。われわれ出してもらわないと手が打てないで
すよ、次の手が。
だから出して頂くということで、今の検討会の話についても担当の部長にはよく話を
して、これから出しますということで、それから出るようになりました。ですから、そう
いうふうに、隠す体質もっているんです。そういうことだと思います。
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お気の毒にも亡くなった方についてどうなんだ、というお話ですが、冒頭に申し上げ
たように、昨年の３．１１から、現在まで、お医者さんが認めた災害関連死が相当数
いらっしゃいます。それから、住民票を移す人がかなり増えてきております。さらに、
災害関連以外で亡くなる方もいらっしゃいます。
従って、この関係については広報紙に人口の移動ということで、平時にも出してい
た、浪江町の人口が何人で移入者が何人で、出た人が何人でという情報がありまし
たけれども、もしそういう状況が作れれば、今度は毎月発行する広報紙に掲載して
いきたいと考えております。
もう一つ、蛇足になりますが、先ほど、県外に出ても全ての町民は浪江町民であると
いうことで、この復興計画を作る前に復興ビジョンのときに、私はこういふうに策定さ
れる方にお願いをしました。戻る人、戻りたいけど戻れない人、戻れない人、３つの
局面・視点からこのビジョンを作って頂けませんかと。非常に難しいんですが、ビジョ
ンを描くときに宿題を与えました。そしてものの見事に策定して頂きました。それに基
づいて復興計画もその形で作りました。
従って、午前中に質問が出ました町外コミュニティの問題も、やはり住民票がどうな
るんだと、いわゆる二重の住民票は法律違反になってしまいますので、これは認め
られない。では、どうすればいいかということで、例えば今、総務省で考えているの
は浪江町に在住している証明書を発行して、避難先でも浪江町民だということがわ
かるように、作業を進めて頂いています。
その問題があったのは、結婚するときに住民票を移してくるとか、事業を再開すると
きに元手の資金が足りなくて銀行に足りない部分を借入する場合に住民票を移す
必要があるとか、あるいは車を買い替えるといった時に、車のディーラなどから住民
票を移してくれと言われて、やむを得なく移している方々もいらっしゃいます。移した
からといって浪江町民ではないことではなく、平時における行政サービスを私はやっ
ていきたい。そして皆さんの絆を強めていきたい。

だから、先ほどの基本的人権における自己決定権の話が出ましたが、私は今の線
量だから戻らないということは、皆さんの健康管理であり、子供達のことを考えれば
そうだと思うのです。それでいいと思うのです。ただし、生まれた故郷、あるいはいつ
か帰れるような状況。そういうものは、社会環境なり、生活環境は作っておかなくて
はならないと思うのです。あのまま、セイタカアワダチソウを伸ばさせて、牛とか豚と
かが野放しになって、死んだ町になってしまったという状態にはさせたくない。だか
ら、皆さんが戻れる時までなんとかその環境を作る。そして、はっきり申し上げて、分
からないですが、線量の低いところもあります。ありますけれども、原発事故の問題
もあります。だけども、我々大人の責務として、なんとか再生・再興をするような条件
だけは皆さんと作っていきましょう。お願いします。

馬場町長

福島県から避難した人の死者は1000人
と発表されているが信用できない。死
亡、籍を抜く等により減少した浪江町民
の統計を公開できないか。

東京
ヤクルトホール

66
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67
東京
ヤクルトホール

議事録を責任を持って作成して頂い
て、必ず公開して頂きたい。

司会者
(総務課長)

議事録はとっておりますので、あと見れるようにしたいと思います。

68 つくば

町に一時立ち入りをして、5年や10年で
は戻れないと感じた。町長は肌で感じ
て、実際はもっとかかると思っていない
か。

町長

大変厳しい質問ですけれども、私も7か月ぶりに公の仕事で浪江町入ってきまして、
本当に背高泡立草が田んぼ一面に、本当に2m、3mまでなってまして、本当の浪江
町のふう景がなくなってしまいました。それから人が住んでいませんので、匂いが全
然しないんですね。お料理した後の匂いとか、色々ありましたよね。そういう町のふ
う情の匂いがありませんでした。本当にさびしい思いをしました。で、5年帰れないと
いうのは、やっぱり私は生活できない、つまり水の問題、下水道、そしてインフラの
復旧、そういうものがある程度時間をかけて復旧したとしても、医療機関とか、福祉
サービス機関、あるいは理想ですけれども学校の再開、そういうものが全て3.11以
前には戻らないと思いますけれども、それに近いものになれば戻れると、いわゆる
生活できるという状況だというふうに認識はしています。したがって今の5年、或いは
6年帰れない、生活できない、そういう状況に私はなると思ってます。但し、先ほど、
まあ私もあまり信用していません。除染がね、きちんとやれるとか、しかしやって頂き
たいいという希望的観測はあります。それから賠償の問題もですね、先ほど話が出
ていたように、やっぱりもう全損扱いですよ。1年7か月-8か月住んでない家、皆さん
見てるんですよ、私と一緒に入ってきたんです、この方々。そして家を見ました。いや
あ、ひどいですねという話をしてます。本当に住めないんですよ、もう。全損扱いです
よ、はっきり申し上げて。従って、復旧は中々できませんけど、何とか目標として、ま
ず社会基盤をとにかく作ろうと、そして作って、今言った生活基盤ですね、商店も
入って来なくちゃなりません、もちろん医療、福祉関係、そういうものが皆さん戻って
きて、そしてやれるというのには、やはり時間がかるということで、何年とは申しませ
んけれども、目標としては5年、6年の中で社会基盤をとにかく作り、今アンケートを
見ましても、60%の方が年齢的に高齢者の方が多いんですけれど、戻りたいというん
ですよ。私どもやっぱり墓参りもしなくちゃなりませんし、墓の整備・修繕もしていか
なければなりません。そういう形で、子供たちが私は中々戻れない、いわゆる20-30
年かなと感じます、ただ私どもの故郷で、ふるさと、これはそういう状況を、我々大人
の責任として作っておかなきゃならないんですね。そういうことで、一日も早く社会の
基盤を整備していきたい、このように考えています。



№ 会場 質問内容 回答者 回答内容

69
白河
（白河市民会館）

災害公営住宅はマンションタイプでも構
わないので、高齢者向けやペット可を提
案する。

復興推進課
長

復興公営住宅関係のだったかと思います。復興公営住宅につきましては、一つは町
外コミュニティということで、今、戻れないということで、戻れるまでの間、町の外に造
る町外コミュニティというふうな復興公営住宅。そして、町内にも復興公営住宅の話
もございました。復興公営住宅につきましては、現在、国県そして町外コミュニティ関
係ですが受け入れ自治体との中で協議会というものを立ち上げて、現在協議を進め
ている所でございます。そして、さらに皆様方個人個人に、12月ごろを目途にアン
ケート調査をおこないます。そういうふうな調査を行いまして、希望を把握しまして、
例えば高齢者対象の住宅ですとか、そういうふうな希望を把握した中で、建設を進
めていく計画になっております。町内に造る復興公営住宅も同じような考えで計画し
ていく考えでございます。町内につきましては、冒頭、私の方が説明した通り、町に
なかなか戻れないというふうな状況ありまして、町内への復興公営住宅につきまし
ては中期計画の時期に入っての建設というふうなことで進めて参ります。ただ、町外
コミュニティについては、平成26年中ぐらいには入れるような形で進めて参りたいと
考えております。

70
白河
（白河市民会館）

放射能が原因ではと疑わしさがあれ
ば、放射能が原因と考えて対応するよ
う、医療体制をフォローして頂きたい。

要望の為、回答なし

71
白河
（白河市民会館）

町長さんには、復興計画に基づいて一
日も早く我々が戻るようにお願いたしま
す。

要望の為、回答なし

72 柏崎
復興計画で、短期であと1年半で町外コ
ミュニティ整備とあるが、どういうもの
で、現在どういう進捗状況か。

浪江町　復
興推進課

町外コミュニティですが、簡単に言いますと、復興公営住宅というものでございます。
要するに、現在多くの方が県内外に避難しているということ、放射線量とか津波・地
震の被害とかでまだまだ家に帰ることが出来ないということで、浪江には復興公営
住宅が今のところ作れないということです。そういうふうなことで、町の外に要するに
復興公営住宅を作って、生活の拠点、つまりコミュニティを整備するという内容となっ
ております。現在ですが、町民のアンケートを取りまして、町外コミュニティの候補地
としては福島県内のいわき市、南相馬市、あとは県北地方というふうな3か所程度を
予定しております。全部町の外なものですので、国、県、そして受け入れする市町村
も入った中での協議を進めている状況です。まだまだ協議に入ったばかりでありまし
て、具体的な戸数、どういうふうな建物になるかについては、これからきちっと整備さ
れていくということで、現在のところその辺の具体的なところははっきりしていないと
いう状況であります。
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73 柏崎
復興計画で、短期であと1年半で町外コ
ミュニティ整備とあるが、どういうもの
で、現在どういう進捗状況か。

復興庁

浪江町からのご説明にもありましたように、浪江町の中には住宅を今作る状況でご
ざいませんので、外のエリアでという事でやっております。そういう意味で浪江町だ
けで対応できるものではございませんで、私ども復興庁、福島県も、受け入れ自治
体も含めまして協議をさせて頂くということで準備を進めております。その中で、災害
公営住宅を中心にしてどういう機能を揃えていけばいいのかという議論をこれから
進めていきますが、更にその材料と致しまして、浪江町でもこれまでアンケート調査
を取られて進められておりますけれども、町外コミュニティに向けても、また改めまし
て意向調査を進めたいと思っていますので、それを踏まえながら対応していきたいと
考えてございます。

74 柏崎

今協議をしている段階で、現実的にあと
1年半で出来るのか。復興計画に書い
ても、絵に描いた餅ではないか。更に復
興計画にはふるさとの再生で産業集積
等とあるが、どの機関が浪江に来るの
か。どうやって呼ぶのか。
議会も中身を吟味して欲しい。

町長

これからのやっぱり町というのは、今まで3.11以前に戻して行かなくちゃならないん
です。今仰るように、なかなか3.11以前に戻せない状況になるとは思います。しか
し、やっぱり希望があれば、そこに見出してやっていかなくてはならないと思うんで
す。今のエネルギーの自給自足、まあ自給自足までいくかわかりませんが、現在あ
る会社と協議中です。例えばどこにどういう物をやるかという、太陽光発電をやった
らどうですかという申し入れがありました。それで今、その会社と協議をしながら、現
地調査をこれからするという状況に入っています。ですから、前に向いて進めるもの
は、やっぱり進めていかなければならないんです。先ほど産業の集積と申しましたけ
れども、太陽光発電には、乾電池を製造する会社も必要なんです。そういう会社も
連携して来て頂くようにする。或いは、これは復興庁ともいわゆる双葉郡の再生のイ
メージという形の中で、いわゆるこれだけの大津波、大地震、原発事故、そういう研
究施設等も併せて来て頂く、これは浪江町だけでなくてもいいんです、双葉郡が再
生するためにはそういう国家プロジェクトと言いますかそういう物があって、そういう
所に研究施設なりいわゆる施設の配置、それに付随してバイオマスとか色んな発電
施設が考えられると思うんです。そういうところにやはり就労の場を見つけて、そうい
うことも考えていくということですね。ですからそういう状況にやっぱり1つ1つ色々と
国と県と私ども被災自治体と協議をして、纏めていく必要があると思います。これは
10年間の計画の中で、前提が変わってきますと計画も変わりますけれども、今の状
況の前提で行くということであれば、この状況で行きたいと思うんです。問題は第一
の今の事故の収束の問題です。これが果たして収束するかどうかという問題も見極
めていかなければいけないと思ってます。そういう諸々の条件はありますけれど、1
つ1つやれるものはずっとやっていくということであると思います。

75 柏崎

今協議をしている段階で、現実的にあと
1年半で出来るのか。復興計画に書い
ても、絵に描いた餅ではないか。更に復
興計画にはふるさとの再生で産業集積
等とあるが、どの機関が浪江に来るの
か。どうやって呼ぶのか。
議会も中身を吟味して欲しい。

町長

復興公営住宅は、ある程度仮設住宅で今福島県の県北地域にお世話になっている
ところ、その所では町営の公営住宅を作りますよ、浪江町さんの為に作ってあげま
すよという状況も生まれてます。従って受け入れ先との協議もしっかりやって、そして
我々がお世話になるわけですから、税金の問題とか、住民票の問題とか、いろいろ
クリアしていかなきゃいけない問題があるんです。そういう形のもので、現在今、ある
程度話が進んできてるということですので、できるだけH26年3月以降に皆さん方が
入居できるような形にしていきたいと考えています。
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76 柏崎

今協議をしている段階で、現実的にあと
1年半で出来るのか。復興計画に書い
ても、絵に描いた餅ではないか。更に復
興計画にはふるさとの再生で産業集積
等とあるが、どの機関が浪江に来るの
か。どうやって呼ぶのか。議会も中身を
吟味して欲しい。

議会

復興計画概要資料の7ページで、短期のところで雇用の場、産業集積、国家プロ
ジェクトの推進云々、医療もめて、果たしてh26年3月までにできるのかというお尋ね
だったかと思うんですけれども、ここに書かれてあることはH26年3月までにこれを実
現するということではなくて、そういう諸々の問題について、どういう計画を作るべき
かと、具体的な計画の策定やその土台作りをするという復興計画の初期の段階とし
てここに書かれているということで、議会としても認めたというか、議決をしたというの
が１つです。それから全体の復興についてですが、結論からいえば、福島復興再生
基本法という法律ができました。私はこれは完全ではないと思いますけれども、総理
大臣の言葉をここで言ってもしょうがないけれども、福島の復興なくして日本の復興
なし、双葉郡の復興なくして福島の復興なし、これに責任を負ってもらう必要がある
と、飽くまでも。そういうことで必要ならば、新たな立法も含めて、それぞれの町村が
掲げる復興計画実現のために、私ども議会としても、町民の皆さんと力を合わせて、
皆さんの意見を拝聴しながら具体的な取り組みを進めていきたい、という考えを述
べさせて頂きたいと思います。

町長

東京電力との通報連絡協定についてお答えしたいと思います。
これは、平成１０年に、福島県、浪江町、東京電力。福島県が立会になって、協定書
を締結しています。その内容等につきましては、非常に細かいところまでありまし
て、例えば、作業員が怪我をしたとか、あるいは炉心にスパナを落としたとか、そう
いう細かいところまで、これを通報するという形で協定書を結んでました。そういう中
で、毎日私の所に担当者が来まして、今日は絆創膏を落としたとか何かうんぬんと
いうことで連絡は来てました。ところが、この重要な重大なこの惨事があったとき、そ
の通報協定の仕方として、いわゆる電話、ＦＡＸ、あるいは直接連絡することになっ
ているんです。それが、電話も通じない。ＦＡＸも来ていない。東京電力の社員そのも
のも来ていない。私共は津波対策で役場の職員と一緒に徹夜なんです、ずうっと。
だから当然来てもよいんです。なぜならば、６号線は確かに陥没してたところはあり
ますけれども、通行不能ではなかったんです。だから車で来れば、１５分や２０分で
来るんです。私が憎いのは、３月１１日の午後８時半頃、いわゆる１０条通報出て、１
５条通報なんです。これは緊急事態なんです。もう冷却装置が停止したという、大変
な状況なんです。これは大参事になるということをわかっていながら、私共に協定通
りに来なかった、来ませんでした。それに対して、問いただしていますけれども、認め
ないんです。協定違反ではないと。なぜ協定違反でないかというと、３月１３日に、東
京電力の社員が役場に状況報告に行ったということを説明しているんです。通報連
絡協定に「ただちに」ってのというのは、３月１３日が「ただちに」って言えますか。言
えないですよね。もう時間２日も掛かっているんですから。だから、「ただちに」連絡
するということになってて、それを１３日に。それは憎いですよ。私にだよ。私に状況
説明したっつってんだよ。とんでもない奴等だよ、この奴等は。ほんとひどい奴等だ。
それで今もって連絡協定違反でないと言っているんです。ですから、今、弁護士と法
的な話をしてます。ただこの状況説明がどういうふうにできるかという論点がある。こ
こで言うと東京電力いるもんですから、手の内はさらしませんけど。

77
さいたま
（さいたま市文化
センター）

東京電力との通報協定なるものがあっ
て、それが実行されていなかったという
話を新聞等で聞いています。
その経緯と状況を教えてほしい。
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町長

（上の続き）
そういうことで、まったく今の賠償と同じです。加害者の目線ってないんです、東京電
力は。その通りなんです。だから、ある程度けじめをつけてもらわないと。
そういうことで、連絡協定違反やります。あと自分の会社の事故調報告書があるん
です。その中に今言ったように、隣地の双葉、大熊、富岡、楢葉には、職員を３月１１
日から派遣しているんです、２名ずつ。それで、浪江町と大きく書いて、浪江町にお
いては、３月１３日に津島の支所に職員を派遣して状況報告したと、調査報告書に
書いてある。それはないんだから、削減しろ、訂正しろと申し入れしています。それも
認めないでしょう。全くでたらめな会社だから。そういうことです。

78
さいたま
（さいたま市文化
センター）

町として復興事業たてる前に、町全体
を国に借り上げて頂くという選択肢はな
かったのか

町長

４月に復興ビジョンができました。そのときに皆様にお願いしたのは、３局の視点か
らお願いできないかと。もちろん命を守るということが大前提ですけれども。その中
で、戻る人、それから戻りたいけど戻れない人、戻らない人。その３局の視点で、ビ
ジョンを作るのに難しいでしょうけれども、何とかその辺を整合性をとりながら、やっ
て頂けないかを最初にお願いしたところです。それで皆さん立派なビジョンを描いて
頂いて、それをもとに先程説明があったように、第一次の復興計画が１０３人の方々
で作って頂いたという経緯があります。そういう中で、先程質問がありました、前提
が崩れるとだめなんです、この計画は。福島第一の原発の事故の状況が、いかなる
ときでどういう状況で変わってくるかわからない。まだ、収束してませんから。その前
提が変わると、目標の年次計画も変わってきます。そういう状況で、不安定な状況で
あるということは間違いないです。ですから、この計画書も不安定な状況ではあるん
ですけれども、ただ皆様方のこれから今後どういうふうに対応していったらよいかの
ひとつの目安になればよろしいんではないかと。その目安を我々で作って、我々が
本当に時間が掛かると思います、生活するのには。そういう状況を今後作っていき
たいと考え方でこの計画書を策定したとご理解頂きたいと思っています。

79
さいたま
（さいたま市文化
センター）

警戒区域が解除された区域の防犯対
策はどうするのか？

町長

お話のとおり、小高区で確かに泥棒とか、行き来が自由なもんですからそのような
状況がうまれています。従って今、国と県警、あるいは消防、そしてできれば私共の
中で自警団的なものを作りながら、ただ警戒区域を見直ししたとしても、自由には入
れますが、そこには宿泊はできないんです。だから避難所に帰らないといけない。で
すから時間的な問題もいろいろあると思います。従って今、国と見直しをしたときに、
そういう問題をどうクリアしていくか協議をしている状況です。今後例えば、浪江町民
だけが自由に入れるような証明書を発行するとかして、ちょっと規制を掛けていくこと
を考えております。

80
さいたま
（さいたま市文化
センター）

一時帰宅時、家の中に野ねずみの被
害がすごかった。その対策をお聞かせ
頂きたい。

町長

東京でも意見交換会（住民説明会）ででました。今、薬でやりますとねずみがどこに
行って死んでいるのかわからない状況になりますので、例えばぺったんこというんで
すかね、そういうものでねずみを捕える。で、問題はその後の始末です。焼却すると
かそういう形にしていかなければないと思います。今担当の課で、福島県の保健所
と協議をして頂いて、できれば皆様が一時帰宅の時期になったら、そういうものを携
行して頂いて、家の中にそういうもので対処して頂く。あと、後始末の件についても
今協議していますので、その点の協議が終わりましたら、一時帰宅の時、皆様にご
連絡申し上げるという方法を取っていきたいと思っております。
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81
大阪
（大阪会館）

解除区域、浪江町として6年間は戻れな
いとしているが、なぜ国として3つの区
域に分けるのか。浪江町と国とのすり
合わせは、どのように行っているのか。

馬場町長

町としましては、避難解除については、先ほど話出ていませんけど、やっぱり原発事
故の収束ですよ、まだ収束して無いですね。自由に出入りできるなんて言っていて、
また事故が再発してボーンいかれたら、また避難しなければならない。だから、私
は、事故の収束を見、そして、放射線の減衰を減量化を見て、そしてその間にライフ
ラインの水、下水道、それから皆さん高齢者になってお医者さんにかかっている、お
医者さん居なければ、医療機関が無ければ生活することも出来ません。そして、福
祉サービス、もう要介護の状態は普通の年の2.5倍です。そういう状況になっていま
す。従ってそういう福祉サービス、ショートステイとか、デイサービスとか、そういうも
のも戻る。あわよくば、学校の再開まで行けば、これは最高の展開になります。但
し、学校の生徒は帰すわけにいかないです、こんな線量が高いところに。ですから、
1mSVを目標に、これはちょっと時間がかかるかもしれませんけれども、やっぱりそう
いう状況を見ながらやっていきたいと。先ほど、減衰マップの話は、イノウエさんでし
たか。皆さんにお配りした第1次計画のそれの付属資料、今日はちょっとこちらに入
れてませんけど、皆さんに郵送で送った付属資料に、5年10年15年20年の減衰の
マップがあります。ですから、あれが一つの目安になります。これは技術は全然入っ
てないです、除染技術は。本当に自然に減衰するだろうということなんです。ですか
ら、それもちょっと見ながら皆さんでも考えて頂きたいというふうに思います。町とし
ては、今そういう問題を国と共有しております。ただ国の方としては、一律賠償という
のは、なかなか容易ではないということなんです。ただ、今言ったように、誰が考え
たって、5年や6年で出来ないですよ、あれだけ損壊していて。ここにいる方、みんな
浪江町に入ったのです、私と一緒に。そして、見ているんですよ。見ているときは、す
ごいな、酷いな、というふうなんだけど、なんだか戻るとちょっとやっぱり自分の考え
方というのが、やっぱり柔軟性がないというか、頭が固いというのか、そんな状況に
なっちゃうんです。だから除染は、環境省が説明したように、いわゆる国直轄でやる
とのことですので、私どもの予算は全然使わないですよ、そんなことには。これは国
で全部払ってもらうということですから。以上そういうことで、国とは協議しています。
協議してますけども、そこがちょっと今詰めの段階に入っているということで、ご理解
頂きたいと思います。
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82
大阪
（大阪会館）

これまでは、家庭菜園があったので、野
菜を買うことが少なかった。避難先での
物価上昇分についても精神的苦痛に含
まれるのか。
たまに旅行に行って心をを休めることも
あると思うが、10万円でできるか。
精神的な損害賠償の10万円を見直して
ほしい。

馬場町長

精神的損害は、ご質問の通りです。これは全く生活費とは別ですよね。私は冒頭で
あいさつしたように、その権利が奪われているわけです。生存権の問題、財産権の
問題、やっぱりそういうものを含めて精神的損害については、我々はSPEEDIの非公
開があって要らぬ被ばくをしたわけです。それに対する慰謝料というのがあるわけで
すよね、普通は。それから、社会の絆をみんな崩壊されてしまった。先ほど学校の例
も話しました。それから、今、災害関連死、いわゆるあの震災から1年8カ月で200人
ですよ亡くなっている方。考えられないですよ。東北地方で1100人と言っていたか
な、その中で福島県が一番多いんです。福島県でも一番多いその双葉郡でも一番
多いんですよ浪江町は。200人、人口が多いからね。だけど、やっぱりこれはあって
はならない事ですよ。元気な人まで、何らかの形で亡くなってるわけですから。です
から、それに対する、やっぱり慰謝料があってもいいんです。ですから、私共、今、町
としては、ADRの方にどいうふうに町が関わって、精神的損害を増額させていくかと
いうことで、今、大学の先生と研究しています。プラス25万円です。今10万円です
ね。ですから、それに25万円、そういう社会的な絆を崩壊した、それからSPEEDIのそ
ういう無用な被ばくをした、そして災害関連死までこのように出てきて、本当に精神
的に追い込まれている、そういうものも含めてプラス25万円ということで、浪江町とし
て35万円をこれから、増額請求していくということで、やっていきたいというふうに
思っています。

83
大阪
（大阪会館）

森林についてはこれからです。って話
で、なんで復興計画をたてるのか。大元
がしっかりしていないのにどうして（計
画）が進むのかわからない。

馬場町長

復興計画のいきさつについて、森林の除染、８月に回復環境委員会とかいう環境省
の委員会の人等が、我々の地域性がわからなくて森林の除染はいらないって言っ
たんです。それで私共町、あるいは８カ町村長、土地改良区で抗議文を出しました。
すぐに委員会の中で話になりまして、森林除染は時間は掛かるが、やっていくとう形
になりました。先程も話しましたように、除染の技術というのはなかなか今の状況で
は本当に難しいなと感じています。
勘違いされている方もいるんですが、生活はできないんです。避難指示の解除は容
易にしないということです。それを理解して頂ければ、私共の復興計画は、例えば、
20mSv以下のところは自由に出入りして、先程お墓参りできませんという話がありま
したが、そういうお墓を直すとか、掃除をするとか。そこに泊まることはできない。避
難所に戻るんです。ですから生活ではないんです。一時帰宅の自由に入れるような
延長と考えて頂ければいいです。私は避難指示の解除は、いくら総理大臣が言った
としても、生活環境、社会環境ができない限り、私は解除しません。ただし、５年６年
は今のところそういう状況ではないでしょうかと、１０年になるか１５年になるかはそ
れはわかりません。やってみないとわからない。
そういうことで、ご理解頂きたいと思います。


